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１．評価対象区間
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○対象区間は長崎県の北部に位置し、佐世保市と東彼杵町を結ぶ地域高規格道路である。
○沿線には長崎県の観光の核となっている『ハウステンボス』が立地するとともに、県北地域から長崎空港
や県南地域と連絡する道路である。

【路線位置図】【広域図】

3１．評価対象区間



２．計画段階評価手続きの進め方（案）
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地 方 小 委 員 会

【令和３年２月１８日】

◆意見聴取内容
○地域と道路の課題
○政策目標 （案）

◆意見聴取方法（案）
《 ヒアリング
オープンハウス

アンケート 》
対象者 ： 自治体

団体代表者
地域住民
企業 等

◆意見聴取内容
○対策方針（複数案）
の検討に際し重視
する項目

◆意見聴取方法（案）
《 ヒアリング
オープンハウス

アンケート 》
対象者 ： 自治体

団体代表者
地域住民
企業 等

【審議事項】

◆地域から聴取した
意見内容の確認

◆地域等の意見を踏ま
えた対応方針（案）の
検討

対
応
方
針
の
決
定
（概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）

第１回
九州地方小委員会

意見聴取 意見聴取

【審議事項】

◆計画段階評価
手続きの進め方（案）

◆地域の現状と課題

◆政策目標（案）

◆意見聴取方法（案）

【審議事項】

◆地域から聴取した
意見内容の確認

◆政策目標の設定

◆複数案の設定

◆評価項目の設定

◆複数案の比較評価

◆地域の意見聴取
方法（案）

第２回
九州地方小委員会

第３回
九州地方小委員会

5２．計画段階評価手続きの進め方（案）



３．地域の現状と課題
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7

20代～40代の
割合が低い

資料：国勢調査（H27）

長崎県の人口増減率(H27/S60)は

全国ワースト3位

0%
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15%

20%

秋田県 青森県 長崎県 高知県 島根県

○対象区間周辺地域（佐世保市、東彼杵町、川棚町）の人口は、昭和60年以降減少傾向にある。

○対象区間周辺地域の老年人口（65歳以上）の割合が全国と比べて高いとともに、新卒年齢層の県外

流出により、20代～40代の生産年齢層の割合が全国と比べて低い。

○川棚町と東彼杵町は、世帯当たりの自動車保有台数の割合が高く、自動車への依存度が強い地域。

◆人口増減率の全国ワースト5位

資料：国勢調査（H27/S60）
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■長崎県内の人口増減率の状況（H27/S60）■対象区間周辺地域（３市町合計）の
年齢階層別人口の割合

■人口の推移（S60～H27)

対象区間
周辺地域資料：国勢調査（S60を1.000として表示）

全国(1.050)

川棚町(0.955)

佐世保市(0.889)
長崎県(0.864)

東彼杵町(0.801)
対象区間周辺地域は、
全国と比べて人口が
大きく減少

資料：国勢調査（H27/S60）

-18.4%-

-

-

-

-14.2% -13.6%

長崎県

-13.3% -12.6%

■社会減少率

▼県別ランキング ▼長崎県の
年齢別社会減少率

３－１．地域の現状＜人口・利用者特性＞
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順位 県名 社会減少率

1位 長崎県 0.53%

2位 青森県 0.46%

3位 徳島県 0.44%

4位 福井県 0.42%

5位 秋田県 0.38%

新卒年齢層
の県外流出
が顕著

高齢者の
割合が高い

1.44 

1.60 

1.55 

2.64 

2.05 

全国

長崎県

佐世保市

東彼杵町

川棚町

自動車
保有台数
が多い

■世帯当たりの自動車保有台数

資料：九州運輸局長崎運輸支局、長崎県軽自動車協会、
自動車検査登録情報協会、国勢調査（H27）

資料：住民基本台帳人口移動報告（R1）
※社会減少率とは、他県への
転出による人口の減少率



３－１．地域の現状＜県内広域＞ 8

長崎県

佐賀県

■長崎県の主要観光施設の分布

小浜温泉

雲仙温泉
島原温泉

原城跡

長崎空港

観光資源が南北に
広く点在している

写真：佐世保市より提供

佐世保クルーズセンター
（佐世保市浦頭地区）

【新たな国際クルーズ拠点】佐世保港浦頭地区

・2017年 佐世保港を「国際旅客船拠点形成港湾」に指定
・2020年 国際クルーズ拠点のターミナルビル完成

（クルーズ客船ターミナルビルとしては九州最大）

平戸の聖地と集落

主要観光施設
世界遺産
（明治日本の産業革命遺産）
世界遺産
（長崎と天草地方の
潜伏キリシタン関連遺産）

○長崎県には異国情緒溢れる歴史的にも文化的にも魅力的な観光資源が南北に広く点在。

○近年、世界遺産登録やクルーズ船などの影響により長崎県全体の観光客数は年々増加傾向にある。

○今後、新たなクルーズ拠点整備やＲ４秋の新幹線開業など、観光客数の増加が見込まれる。

♨
♨

♨

○県内の観光需要の高まり

・2022年 秋開業予定

【九州新幹線西九州ルート】

佐世保港
（三浦地区）

佐世保港
（浦頭地区）

九州新幹線
（西九州ルート）

（施工中）

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1
資料：長崎県 観光統計（H21を1.00として表示）

○観光客数の推移（長崎県）
長崎と天草地方の潜伏
キリシタン関連遺産登録
熊本地震

明治日本の産業
革命遺産登録

1.17長崎県計

原城跡（南島原市）
写真：長崎県世界遺産課（http://kirishitan.jp/）

登録前
(H29.7-H30.6)

登録後
(H30.7-R1.6)

17,721

49,781

【観光客数(人)】

約3倍

平戸の聖地と集落（平戸市）

登録前
(H29.7-H30.6)

登録後
(H30.7-R1.6)

3,416
23,005

【観光客数(人)】
約7倍

○観光客数の推移（世界遺産）
「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」

資料：長崎県 観光統計

（万人/年）

○クルーズ客船乗客乗員数の推移

年々増加傾向

©Higurashi Yuichi

輸送機能の強化により、観光
客数のさらなる増加に期待
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○対象区間の沿線地域には、ハウステンボスをはじめ、大崎自然公園などの観光資源を有し、佐世保港

浦頭地区の新たなクルーズ船寄港拠点の整備等により、更なる観光客の増加が想定される。

〇工業団地や物流施設が立地し、川棚町の臨港地区では、新たな企業誘致候補地が整備されている。

■長崎県内の観光客数（上位5市町）

佐世保市

川棚町

東彼杵町

東そのぎIC

E34

ﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽ

【観光地整備計画】
（令和3年度目標：観光客50万人）
・滞在型周遊観光推進
・外国人観光客誘致拡大 等

大崎自然公園

道の駅
彼杵の荘

至 佐世保市街地

至 西海市

至 嬉野ＩＣ

至
大
村
Ｉ
Ｃ

至
佐
賀
市

針尾IC

江上IC

202

202

205

205

34

（新たな寄港拠点）

佐世保港
浦頭地区

企業誘致候補地

大崎自然公園（くじゃく園）

川棚工業団地

広田工業団地

■沿線地域の状況

物流施設

佐世保ニューテクノパーク

ハウステンボス テーマパーク分野で
全国2位の入場者数

対象区間

うらがしら

■佐世保港のクルーズ船寄港回数の推移と目標

写真：ハウステンボスより提供

資料：川棚町観光地づくり実施計画書（Ｒ1）

写真：大崎自然公園より提供

３－１．地域の現状＜対象区間沿線＞

令和2年9月
完成

【観光入込客数】
年間約250万人
（IR候補地）

資料：佐世保市観光統計（R1）

資料：国土交通省（実績値）
目標値：佐世保港国際旅客船拠点形成計画（H29.12）

約4倍の
寄港回数

浦頭地区
の寄港
拠点が
R2完成

全国8位の
寄港回数

「国際クルーズ拠点」
に指定

目
標
値

692

526

227

225

185

0 100 200 300 400 500 600 700

長崎市

佐世保市

諫早市

雲仙市

大村市
県内客 県外客

観光客数（万人/年）

資料：長崎県観光統計（R1）

佐世保市は、長崎
県2位の観光客数

13% 87%

38% 62%

89%

51%

83% 17%

11%

49%
全国の主要レジャー・集客施設
入場者数ランキング［テーマパーク］
第1位東京ディズニーランド・東京ディズニーシー
第2位ハウステンボス
第3位サンリオピューロランド
第4位志摩スペイン村パルケエスパーニャ
第5位東京ドイツ村
資料：総合ユニコム（2020年版）

※ＵＳＪは集計対象外

企業誘致候補地

川棚工業団地

写真：川棚町より提供

川棚港埋め立て地

国土地理院地図を加工して作成
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○対象区間の利用交通の約４割は「沿線発着交通」、残りの約６割は「通過交通」である。

○交通目的について、沿線発着交通は「通勤」、通過交通は「通勤・業務」の割合が長崎県平均と比べ

て高く、通勤通学時間帯に交通量が多くなる傾向にある。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対象区間

沿線発着

通過交通

長崎県平均

通勤 通学 買物 私用 業務 観光等 不明

佐世保地域

長崎地域
島原地域

北松地域

県央地域

■国道205号（対象区間）の交通流動 【平日】

43% 6% 10% 26% 8% 5%

1%
14% 20% 5% 5%

1%

8% 16% 9% 6%
1%

10%
1%

7% 5%

国道205号
（対象区間）

50%

35%

国道205号
沿線発着交通

国道205号
通過交通

【参考】
長崎県平均

■国道205号（対象区間）の交通目的 【平日】

※沿線交通とは東彼地域
に発着する交通

28% 28%

沿線地域

西彼杵
地域

通過交通
５６％ 佐世保～沿線

41％
佐世保～県央

40％
沿線その他
3％

西彼杵～県央
6％

佐世保～長崎
5％

佐世保～島原
3％

北松～県央
1％

広域その他
2％

沿線発着交通
４４％

4%

10%

38%

単位：百台/日
データ：H22平日OD（交通量推計）
※2百台/日未満は非表示

データ：H22平日OD（交通量推計）

国道205号（対象区間）
181百台/日 【平日】
※2百台/日未満は非表示のため、
合計値は一致しない

３－１．地域の現状＜交通特性：平日＞

■国道205号（対象区間）の時間帯別交通量 【平日】

時
間
帯
別
交
通
量
（
台
/
時
）

朝夕の通勤通学時
間帯に交通量（小型
車）が多い

データ：直轄トラカン
観測地点：川棚町小串郷

H27.11.5（木）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

対象区間

沿線発着

通過交通

長崎県平均

通勤 通学 買物 私用 業務 観光等 不明

佐世保地域

島原地域

県央地域

12% 10% 38% 0%

28% 26% 1%

1%

0%

国道205号
（対象区間）

国道205号
沿線発着交通

国道205号
通過交通

【参考】
長崎県平均

データ：直轄トラカン
観測地点：川棚町小串郷

H27.11.1（日）
イベント時：H30.9.22(土)

※花火大会

時
間
帯
別
交
通
量
（
台
/
時
）

データ：H17休日OD（交通量推計）

西彼杵
地域

通過交通
６３％

佐世保～沿線

32％

佐世保～県央

33％

沿線その他
5％

西彼杵～県央
7％

佐世保～長崎
11％

佐世保～島原
5％

北松～県央
2％

広域その他
4％

沿線発着交通
３７％

9%

1%
12% 26%

0%
20% 19%

1%
8% 8%

0%

44%

30%

19%14% 11%

13%17%

30%

■国道205号（対象区間）の交通流動 【休日】

■国道205号（対象区間）の時間帯別交通量 【休日】

■国道205号（対象区間）の交通目的 【休日】

単位：百台/日
データ：H17休日OD（交通量推計）
※2百台/日未満は非表示

※沿線交通とは東彼地域
に発着する交通

○対象区間の利用交通の約４割は「沿線発着交通」、残りの約６割は「通過交通」である。

○交通目的について、沿線発着交通・通過交通ともに「観光」の割合が長崎県平均と比べて高く、日中

は慢性的に交通量が多い。

○観光目的の広域的な交通流動が増えるが、県央地域の動きに比べ、南北の移動は少ない。

長崎地域

北松地域

沿線地域

国道205号（対象区間）
187百台/日 【休日】
※2百台/日未満は非表示のため、
合計値は一致しない

日中は慢性的に交通量が多い小型
大型
イベント時

イベント時は終日に
渡り交通量が増加
（約２割増加）

３－１．地域の現状＜交通特性：休日＞

休日は観光目的の移
動増加に伴い、県内
広域的な交通流動が
増える



主な具体的取組（連携事業） ※一部抜粋

12３－２．地域の現状と課題＜産業・暮らし：①－１産業・広域連携＞

○長崎県の政策目標において、観光振興等を目的とした中心都市間の日帰り圏での連絡を明記。

○佐世保市を中心に、広域連携による販路拡大や企業誘致等を目的とした「広域都市圏」を形成。

〇連携強化に寄与する広域ルートのうち、対象区間が脆弱であり、速達性、定時性の確保が課題。

■広域都市圏の目指す将来の姿と主な具体的取組（連携事業）

資料：西九州させぼ広域都市圏ビジョン（R2.3改訂）

■連携中枢都市（佐世保市）までの所要時間

 農水産物等特産品販路拡大
 道の駅広域連携
 広域連携による周遊観光の推進
 クルーズ船入港体制整備
 特定複合観光施設（ＩＲ）誘致推進

 工業団地の造成・企業誘致の推進
 圏域における交流拠点機能の連携
 地域医療の確保に関する取り組み
 栽培漁業の広域連携
 災害時における相互応援体制の確立

〔市役所・役場間〕

データ：

ETC2.0プローブ情報

（R1年度平均）

※離島は除く

佐世保市

松浦市

佐々町

西海市

東彼杵町

川棚町
波佐見町

伊万里市

有田町

平戸市

3
8
分

※
西
九
州
道
整
備
中

対象区間
周辺地域

西九州させぼ広域都市圏長崎県における規格の高い道路に関する政策目標

「規格の高い道路」により期待される主な整備効果

南島原

平戸

佐賀県

主要観光施設

世界遺産
（明治日本の産業革命遺産）

世界遺産
（長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産）

長崎自動車道

西九州自動車道
（事業中・供用）

長崎空港

●観光振興
主要な観光地等の立地する中心都
市が日帰り圏で連絡されることで、
長崎県内における周遊観光の増加が
期待される。

中心都市間が
日帰り圏で連絡
されることが目標

●生活の質向上
中心都市が日帰り圏で連絡され、買

回り品の購入やレジャーなどの比較的
広域的な行動の選択肢が増えることで、
生活の質の向上が期待される。

規格が高い道路の
ミッシング区間

島原道路
（事業中・供用）
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○長崎県の観光の核であるハウステンボスは、テーマパーク分野で全国２位の入場者数。

○特に、イベント開催時やゴールデンウィーク期間中は渋滞により平常時の約２倍の時間を要し、周辺地

域の生活・産業活動に影響が発生しているため、速達性や定時性の高い観光ルートの確保が課題。

■ハウステンボスの観光客数の推移

世界最大 光の大国

■ハウステンボスの主なイベント ■イベント開催時の渋滞状況（国道205号）

出典：住民アンケート結果（H29）

・常に渋滞するイメージで、特に朝夕は常
態化している。
・ハウステンボスのイベント開催時は身動
きがとれない。 （地域住民の声）

写真：ハウステンボスより提供

至 東そのぎIC

至 ハウステンボス

撮影日：H29.9.23（土） 17時頃
第5回九州一花火大会

写真

花火大会

３－２．地域の現状と課題＜産業・暮らし：①－１産業・広域連携＞

196 206 222 202
146 172 176

209
256

288 309 287 282 270 253

0

100

200

300

400

500

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

観
光
客
数
（
万
人
/
年
）

資料：佐世保市観光統計

アミューズメント施設
や外国人観光客向け
のレストランを開設

季節ごとに新たな
イベントを開催

リーマン・ショック
（2割を占めてい
た海外客が激減）

至

福
岡
・
佐
賀

至 諫早・大村

至

佐
世
保

至

西
海

至

福
岡
・佐
賀

ハウステンボスからの帰宅交通の
集中により、国道205号では江頭
交差点を先頭に佐世保市・川棚町
境まで速度が低下

ハウステン
ボス入口

江頭

20km/h未満
20-30km/h
30-40km/h
40-50km/h
50km/h以上

○ハウステンボスは最近元気が出てきて、お客さんが多
くなり、地域にとっては大変良いこと。しかし、ハウステ
ンボスまでのアクセス道路の整備がされておらず、イベ
ント開催の時などは特に渋滞し、営業活動に大きな支
障が発生している。 出典：企業ヒアリング結果（H29）

■ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ期間中の周辺道路の速度状況 （R1.5.3 夕方）

データ： ETC2.0プローブ情報
（R1.5.3(金祝) 17時～19時平均）

E35

E34

平常時 29分

GW時 53分
約２倍ＩＲ候補地

データ： ETC2.0プローブ情報（ハウステンボス入口→江頭間）
【平常時】 R1年度休日17時～19時平均
【GW時】 R1.5.3（金祝）17時～19時平均

テーマパーク分野で全国2位
の入場者数



データ： ETC2.0プローブ情報（R1年度休日昼間平均）

他都市平均
（9都市）
37分36分

14

福岡市
（154万人）

佐賀市
（24万人）

長崎市
（43万人）

熊本市
（74万人）

大分市
（48万人）

宮崎市
（40万人）

鹿児島市
（60万人）

久留米市
（30万人）

北九州市
（96万人）

佐世保市
（26万人）

長崎空港

佐賀空港

福岡空港

北九州空港

大分空港

熊本空港

鹿児島空港
宮崎空港

90%

72%

95%

93%

94%

91%

10%

28%

4%

7%

6%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長崎市

佐世保市

大村市

諫早市

西彼杵郡

島原市

長崎空港 福岡空港 その他

○九州主要都市の中で、佐世保市は最寄り空港までの所要時間が最も長い（他都市平均の約２倍）。

○また、佐世保市から長崎空港までの所要時間は、国道205号等の混雑により約25分のバラツキがあり、時

間が読めないため、速達性や定時性の高い空港アクセスの確保が課題。

■九州主要都市から最寄り空港まで
の時間

（参考）長崎空港のフライト状況（R1時点）

▼九州主要都市と空港位置図 ▼市郡別の空港利用率

資料：航空旅客動態調査(H27)

県内他都市と比べて、
長崎空港の利用率が低い

資料：国勢調査（H27）

▼佐世保市から長崎空港までの所要時間（曜日別、時間帯別）

※主要都市：人口20万人以上
（現在の施行時特例市以上

の指定条件）

空港

主要都市（20万人以上）
（人口：H27）

※全国22位

【国内線（1日当たり）】
東京（羽田）17往復、東京（成田）1往復、大阪(伊丹)7往復、
大阪(関西)1往復、神戸3往復、名古屋(中部)2往復、沖縄1
往復、五島福江3往復、壱岐2往復、対馬4往復
【国際線（1週当たり）】
上海3往復、香港3往復、ソウル2往復

【国内線（1日当たり）】
東京（羽田）17往復、東京（成田）1往復、大阪(伊丹)7往復、
大阪(関西)1往復、神戸3往復、名古屋(中部)2往復、沖縄1
往復、五島福江3往復、壱岐2往復、対馬4往復
【国際線（1週当たり）】
上海3往復、香港3往復、ソウル2往復

佐世保市

資料：西肥バスＨＰ

▲佐世保市～長崎空港連絡バスの
所要時間（時刻表）

○国道205号が渋滞しているため、約15
分の余裕を持った運行をせざるを得
ない。 【バス事業者の声（R1）】

３－２．地域の現状と課題＜産業・暮らし：①－２空港アクセス＞
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00

1
7
30

1
8
00

1
8
30

所
要
時
間
（
分
）

月 火 水 木

金 土 日祝

データ： ETC2.0プローブ情報（R1年度平均）

曜日・時間帯によって、
約25分のバラツキが発生

※佐世保市役所→佐世保中央IC→（西九州道）→佐世保大塔IC→
（国道205号）→東そのぎIC→（長崎道）→大村IC→長崎空港

最長：88分

最短：63分

九州ワースト１



15３－２．地域の現状と課題＜産業・暮らし：①－３安全＞

○対象区間は、市街地部を中心に死傷事故率が高い区間が多く存在し、事故特性は交通混雑等によ

る発進・停止の多さが要因とする「追突事故」が全体の約７割を占める。

○また、線形不良箇所も多く、片側１車線で迂回路が無いため、交通事故が原因の渋滞発生時に、救

急活動や生活・経済活動に支障をきたすなど安全性や定時性の確保が課題。

0

100

200

300

400

500

川棚町

佐世保市 205 東彼杵町

E34

35

0

1000

2000

3000

■国道205号（対象区間）の事故発生状況

○入荷、配達ともに国道205号を利用しているが、片側１車線のため、事故などに
よる渋滞があると逃げ道がなく、非常に困っている。 出典：企業ヒアリング結果（H29）

▼対象区間の事故特性

▼交通事故による渋滞事例

追突事故が多い

データ：イタルダデータ（H27-30）

死
傷
事
故
率
（
件
/
億
台
キ
ロ
）

川棚市街地部 東彼杵市街地部

県平均の
約２.７倍

県平均の
約２.０倍

140件/億台km 106件/億台km

写真：H30.8.10（金）18時台 佐世保市南風崎町

至 ハウステンボス

至 東そのぎIC

至 東そのぎIC

至 ハウステンボス

▼対象区間の死傷事故率

写真①

写真②

ﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽ
入口

南風崎
中央バス停

長畑町

新谷郷

データ：ETC2.0プローブ情報（R1年度合計）

▼対象区間の急ブレーキ発生回数

発
生
回
数
（
件
/
年
）

※0.3G以上：身体に相当の揺れを感じる加速度

0.3G以上

百津

データ：イタルダデータ（H27-30）

：交差点部 ：単路部

：死亡事故（H27-H30） 1件
：重傷事故（H27-H30） 20件
：平面線形不良箇所 11箇所
（R<150m）

平面線形不良箇所が多い

写真：H27.4.3（金）17時台 川棚町白石郷

国土地理院地図を加工して作成



佐世保市
255,439人

205

：防災対策箇所 21箇所

東彼杵町
8,298人川棚町

14,067人

ハウステンボス入口

江頭

205

E34

全区間に渡り、防災
対策箇所が存在

写真③

防災対策箇所

写真④

資料：長崎県総合防災GIS

16

○防災対策箇所が２１箇所存在し、近年の大雨により冠水が発生するなど災害リスクが高まっている。

○緊急輸送道路に指定されているが、代替路となる幹線道路が無いため、通行途絶時には大きな迂回

が必要となり、災害時でも救援・物資輸送機能を果たす信頼性の高い代替路の確保が課題。

■国道205号（対象区間）の通行止め発生箇所

■国道205号（対象区間）の防災対策箇所と災害発生危険箇所

○東彼杵の物流センターから生鮮食品の配送をし
ており、通行止めになるたびに大変困っている。

【卸売事業者の声（H29）】

○迂回路がなく、事故や災害発生時には人命に関
わるので早急な対策が必要。

【地域住民の声（H29）】

34

5
7
8

1

2
9

3

4

全面通行止め発生箇所

片側通行止め発生箇所

6

4時間（S60）

3時間（H2）

2.5時間（H4）
1時間（S61）

34

205

205

205

202

川棚町

佐世保市

東彼杵町

48時間（S55）

48時間（S55）

60.5時間（H18）

10

2時間（H30）

11
56時間（H30）

切土法面崩壊

切土法面崩壊

切土法面崩壊

切土法面崩壊/倒木・落石

切土法面崩壊

川棚大橋右岸道路陥没（路面冠水）

路面冠水

路面冠水

倒木・法面崩壊

路面冠水

法面崩壊

江頭

ハウステン
ボス入口

E34

12

【 災害発生状況 （H2.7）】

国道205号
（対象区間）

長崎県直轄国道平均
（西九州道を除く）

■km当り通行止め発生頻度（S55以降）

0.40 回/km

0.65 回/km
※自然災害のみ
（雲仙普賢岳を除く）

通行止めのリスクが高い

豪雨による路面冠水

6

至 国道205号

至 川棚町役場

写真①1週間全面通行止め（H2） 2.5時間（H3）

３－２．地域の現状と課題＜②防災＞

▼通行途絶時の迂回路及び時間

205

平常時：28分

途絶時：58分

ハウステン
ボス入口

江頭

時間差：30分

データ：ETC2.0プローブ情報（R1年度平日昼間12時間平均）

34

１４
222248

E34

E35

写真②

写真②

国道205号

至 川棚町

至 東彼杵町役場

1時間（R2.7） 路面冠水

国土地理院地図を加工して作成

国土地理院地図を加工して作成



川棚町
169

(38%)

波佐見町
86

(20%)

佐世保市
87

(20%)

東彼杵町
79

(18%)

西海市
17

(4%)

17３－２．地域の現状と課題＜③医療＞

第三次救急医療施設

第二次救急医療施設

○対象区間沿線には、救急患者の窓口となる第二次救急医療施設（川棚医療センター）が立地しており、

主に国道205号を利用して搬送しているが、渋滞や追越困難等による搬送の遅延が問題となっている。

○また、緊急を要する事案の場合は第三次救急医療施設へ転院搬送しており、混雑時には最大約10分

の遅れが発生し、速達性の確保が課題。

■川棚医療センターから第三次救急医療施設まで
の時間帯別の所要時間

○国道205号は交通量が多く、片側１車線のた
め、事故等で渋滞すると追い越し等が困難で、
搬送に遅延が生じている。
〇また、カーブも多く、見通しが悪いため追い越し
がしにくい状況にある。
○循環器系（心筋梗塞・狭心症など）、整形外科
（大腿部骨折等）の緊急を要する事案の場合は、
国道205号を利用して転院搬送している。

出典：佐世保市消防局ヒアリング結果（H30）

■川棚医療センターからの転院搬送件数及び
転院搬送先

佐世保市内
救急医療施設

31%

長崎医療
センター
31%

嬉野医療
センター
39%

その他
9%

67件
（R1）

資料：佐世保市消防局

E34

E35

E34

■川棚医療センターへの市町別搬送件数

資料：佐世保市消防局

単位：件/年

205

205

205

35

35 E35

202

佐世保大塔

佐世保三川内

佐世保みなと

波佐見有田

西九州自動車道

第二次救急医療施設

438件
（R1）

対象区間
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7時台 8時台 9時台 10時台11時台12時台13時台14時台15時台16時台17時台18時台

所
要
時
間
（
分
）

川棚医療センター→佐世保市立総合病院

川棚医療センター→長崎医療センター

川棚医療センター→嬉野医療センター

資料： ETC2.0プローブ情報（R1年度平日平均）

非混雑時：36.7分

混雑時：43.3分

時間差：6.6分

混雑時：41.0分

非混雑時：30.9分

時間差：10.1分

混雑時：31.5分

非混雑時：25.4分 時間差：6.1分

R205号利用ケース
が80％を占める



18

４．政策目標（案）の設定



19４．政策目標（案）の設定

地域の現状と課題 政策目標道路による要因

①速達性・定時性の確保
による産業振興等の広
域連携支援・生活利便
性の向上

①－１産業・広域連携
○県内中心都市間の日帰り圏内での連絡による観光振興や生
活の質向上が県政策目標に明記。

○佐世保市を中心とした広域都市圏が形成され、今後目指す
将来像（販路拡大・企業誘致等）において広域連携が課題。

○沿線に長崎県の観光の核であるハウステンボスが立地し、
特にイベント開催時や観光繁忙期の渋滞により、周辺地域
の生活・産業活動に影響が発生。

○県内の南北を繋ぐネットワーク、西九
州させぼ広域都市圏内のネットワーク
において対象区間の機能が脆弱。

○ハウステンボスの観光交通を担う道路
が不足し、イベント時や観光繁忙期に
交通が集中して渋滞が発生。

①－2 空港アクセス
○佐世保市は、九州主要都市の中で最寄り空港までの所要時
間が最も長く、長崎空港の利用率も低い。

○佐世保市から空港までの所要時間の定時性が低く、時間が
読めない。

○佐世保市～長崎空港間が対象区間の平
日朝夕の混雑等により、速達性・定時
性が低い。

①－3 安全
○市街地部を中心に死傷事故率が高く、事故が多い。
○線形不良箇所や、片側１車線区間での事故発生時は、渋滞
により救急活動や生活・産業活動に支障をきたしている。

②安全性・定時性の確保
による生活利便性の向
上

○交通混雑等による発進・停止の多さや
線形不良箇所が要因。

○片側１車線で迂回路が無いため、事故
等による通行規制により渋滞が発生。

②防災
○近年、大雨による冠水や災害による通行規制が度々発生。
○災害時の避難路、救援物資輸送機能を果たす信頼性の高い
代替路の確保が課題。

③災害時に機能する信頼
性の高い道路ネット
ワークの構築

○防災対策箇所が21箇所存在するなど、
災害による通行止めのリスクが高い。

○代替路となる幹線道路が無く、通行途
絶時には大きな迂回が必要。

【
防
災
】

③医療
○沿線には救急患者の窓口となる第二次救急医療施設が立地。
○第二次救急医療施設への搬送時や第三次救急医療施設への
転送時は、渋滞や追越困難等により遅れが発生。

④走行性・速達性の向上
による救急医療活動の
支援

○片側１車線でカーブが多く、見通しが
悪いため、救急車両の追い越しが困難。

○平日朝夕の混雑により、速達性が低い。

【
医
療
】

【
産
業
・
暮
ら
し
】
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５．意見聴取方法（案）



21５－１．意見聴取（案）の概要

○第1回意見聴取は、地域の課題・政策目標（案）に対する意見を伺う

■意見聴取の項目と活用方針

○アンケート設問の設定（抜粋）

【産業・暮らし】
（産業・広域連携、空港アクセス）
①速達性・定時性の確保による産業振興等の広域連
携支援・生活利便性の向上

（安全）
②安全性・定時性の確保による生活利便性の向上

【防災】
③災害時に機能する信頼性の高い道路ネットワーク
の構築

【医療】
④走行性・速達性の向上による救急医療活動の支援

＜政策目標（案）＞ ＜アンケートにおける設問事項＞

問1：県の南北間の移動に時間がかかり、産業や観光等の
連携に支障がある

問2：ハウステンボスのイベント開催時やゴールデン
ウィークなどに渋滞している

問3：県北地域から長崎空港までのアクセスが悪い
問4：交通事故が多い区間と感じる
問5：事故で通行止めとなった時に迂回に時間が掛かる

問6：災害発生時に道路を利用出来るか不安を感じる
問7：災害で通行止めとなった時に迂回に時間が掛かる

問8：救急医療施設までのスムーズな搬送に不安がある



22５－２．意見聴取方法について

○意見聴取は、自治体・団体および企業へのヒアリン

グ、オープンハウス、沿線住民アンケート、留置き

を実施予定

■意見聴取の方法

※１ ヒアリングは、自治体および企業等へ対面方式等で意見聴取。

※２ オープンハウスは、市役所等での説明。アンケート票による意見聴取。

オープンハウスの周知は市報などで広報。

※３ アンケートは、地域住民から対象者を無作為に抽出し、アンケート用紙を配

布し意見聴取。

※４ Webでのアンケート回答も可能とする。

対 象 者

ヒアリング
※１、※４

【自治体および団体代表者】長崎県・本土市町・各団体などへの意見聴取
自治体：長崎県、佐世保市、川棚町、東彼杵町、波佐見町、佐々町、平戸市、松浦市、大村市、諫
早市、雲仙市、島原市、南島原市、長崎市、長与町、時津町、西海市 １７自治体
各団体等：トラック協会、バス協会、タクシー協会、商工会議所、消防署、警察、農業協同組合、
観光協会、学校、医療機関など ２０団体程度

【企業等】長崎県・佐世保市・川棚町・東彼杵町の関係企業への意見聴取
各企業：製造業、運輸・郵便業、卸売・小売業、宿泊・飲食サービス業、医療・福祉、長崎空港等 主要１００社程度

オープンハウス
（ヒアリング）
※２

【地域住民】市役所等にオープンハウスを設置
佐世保市：佐世保市役所、早岐支所など
川棚町 ：川棚町役場など
東彼杵町：東彼杵町役場など

４箇所程度

アンケート
※３、※４

【地域住民】佐世保市南東部・川棚町・東彼杵町の地域住民から対象者を無作為に抽出し、アンケート用紙を配布し意見聴取
佐世保市南東部（約３８，１００人：１８歳以上、約１８，８００世帯） 約４，７００部（抽出）
川棚町 （約１１，６００人：１８歳以上、約 ５，１００世帯） 約１，５００部（抽出）
東彼杵町 （約 ７，１００人：１８歳以上、約 ２，７００世帯） 約 ９００部（抽出）

留置き
【広域的な道路利用者】沿線施設にアンケート用紙とアンケート回収ボックスを設置し意見聴取

佐世保市：ハウステンボスなど
川棚町 ：大崎自然公園など
東彼杵町：道の駅彼杵の荘など

３箇所程度

■意見聴取範囲

※出典：H27国勢調査、自治体統計資料（人口は18歳以上、世帯数）

佐世保市南東部
約38,100人
約18,800世帯

約11,600人
約5,100世帯

約7,100人
約2,700世帯

※佐世保市南東部：
早岐支所、江上支所、
宮支所、針尾支所管内



東彼杵道路（佐世保市～東彼杵町）の道路計画に関する
第１回アンケートにご協力をお願いいたします

東彼杵道路は長崎県佐世保市を起点として川棚町を経由し東
彼杵町に至る道路です。
本調査は、東彼杵道路（佐世保市～東彼杵町）の道路整備の
計画検討を進めるにあたり、地域の皆様が日頃感じている「道
路交通や地域の課題」等についてご意見をお聞きするものです。
本アンケートへのご協力をお願いいたします。

■アンケート対象者

本アンケートは、佐世保市・川棚町・東彼杵町にお住いの方から無作
為に抽出し配布しています。
ご家族の中で国道205号を最も多く利用されている方がご回答ください

ますようお願いいたします。

■回答の提出方法及び締切

回答は次のいずれかの方法のうち１つをお選びください。

【方法１】同封しています「返信はがき」にご記入頂き、
令和３年●月●日（●）までに、切手を貼らず
郵便ポストへご投函をお願いいたします。

【方法２】インターネット接続環境のあるスマートフォンまたはパソコンよ
り、下記Ａ、Ｂいずれかの方法でアンケートサイトにアクセスし、
令和３年●月●日（●）までに、回答してください。

Ａ 右記URLをアドレスバーに入力

Ｂ 2次元バーコードからアクセス 2次元バーコードはこちら

qsr.mlit.go.jp/nagasaki/●/

■アンケート問い合わせ先

国土交通省 九州地方整備局 長崎河川国道事務所
調査第二課 ＴＥＬ：０９５－８３９－９８６１（直通）

23５－３．意見聴取資料（案）

○アンケート調査の趣旨やアンケートの対象者、今後の手続きの流れ等の説明

アンケート調査（案）のイメージ
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24５－３．意見聴取資料（案）

○対象区間の課題の説明

アンケート調査（案）のイメージ

地域・道路交通の状況と課題
１ ３

４ 8

ハウステンボスのイベント開催時や
ゴールデンウィークなどに渋滞が発生

県北地域から長崎空港まで遠く、時間
も読めない

交通事故が多い区間
片側１車線でカーブが多く、追い越し
困難な為、平日朝夕の混雑により救急
車両の速達性が低い

◆ハウステンボスへのアクセス交通の集中により渋
滞が発生し、周辺地域の生活・産業活動に影響
が生じています。

至 東そのぎIC

至 ハウステンボス

撮影日：H29.9.23（土） 17時頃
第5回九州一花火大会

◆佐世保市は九州主要都市の中で最寄り空港まで
の所要時間が最も長く、渋滞により約25分のバラ
ツキがあり、時間が読めません。

■九州主要都市から最寄り空港までの時間

データ： ETC2.0プローブ情報（R1年度休日昼間平均）

◆緊急を要する際は、川棚医療センターから第三次
救急医療施設へ転院搬送し、混雑時には最大約
10分の遅れが発生しています。

資料： ETC2.0プローブ情報（R1年度平日平均）

■川棚医療センターから第三次救急
医療施設までの所要時間

◆川棚町や東彼杵町の市街地部を中心に
交通事故が多く発生しています。

◆交通事故発生時に通行規制による渋滞が発生し、救急
活動や生活・経済活動に支障が生じています。

■交通事故による渋滞事例

写真：H30.8.10（金）18時台 佐世保市南風崎町

至 東そのぎIC

至 ハウステンボス

■対象区間の死傷事故率

データ：イタルダデータ（H27-30）

非混雑時：36.7分

混雑時：43.3分

時間差：6.6分
混雑時：41.0分

非混雑時：30.9分

時間差：10.1分

混雑時：31.5分

非混雑時：25.4分 時間差：6.1分

死
傷
事
故
率
（
件
/
億
台
キ
ロ
）

川棚市街地部 東彼杵市街地部
：交差点部 ：単路部

県平均の
約２.７倍

県平均の
約２.０倍

140件/億台km 106件/億台km

ﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽ
入口

南風崎
中央バス停

長畑町

新谷郷

産業・広域連携 空港
ｱｸｾｽ

安全 医療

◆県内南北の移動に多くの時間を要します。

2
南北を広域に連絡するルートが脆弱

片側１車線で迂回路が無いため、
事故により渋滞が発生５ 安全

６ 災害発生のリスクが高い区間

◆緊急輸送道路に指定されているものの、代替路と
なる幹線道路が無いため、通行途絶時には大き
な迂回が必要となります。

205

平常時：28分

通行途絶時：58分

ハウステン
ボス入口

江頭

34

１４
222248 E34

E35

防災

７ 防災 災害時の避難路、救援物資の輸送機能
を果たす代替路がない

◆過去に幾度も通行止めが発生しており災害の危
険性も高い区間です。

データ：ETC2.0プローブ情報

（R1年度平日昼間12時間平均）

時間差：30分



25５－３．意見聴取資料（案） アンケート調査（案）のイメージ



質問２ 国道205号（佐世保市～東彼杵町間）に関する８つの課題を５段階で
評価してください。（５段階評価）
【①～⑧の課題について、１～５のいずれかに○を付けてください】

課 題
とても
思う

やや
思う

あまり
思わ
ない

まったく
思わ
ない

わから
ない

①県の南北間の移動に時間がかかり、産業
や観光等の連携に支障がある

１ ２ ３ ４ ５

②ﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽのｲﾍﾞﾝﾄ開催時やｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰ
ｸなどに渋滞している

１ ２ ３ ４ ５

③県北地域から長崎空港までのアクセスが
悪い

１ ２ ３ ４ ５

④交通事故が多い区間と感じる １ ２ ３ ４ ５
⑤事故で通行止めとなった時に迂回に時間
が掛かる

１ ２ ３ ４ ５

⑥災害発生時に道路を利用出来るか不安を
感じる

１ ２ ３ ４ ５

⑦災害で通行止めとなった時に迂回に時間
が掛かる

１ ２ ３ ４ ５

⑧救急医療施設までのスムーズな搬送に不
安がある

１ ２ ３ ４ ５

質問３ 「質問２」でお答え頂いた回答について、そう思われた理由を教えてく
ださい。（自由回答）

番号 理 由

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

質問４ 「質問２」に示した課題以外で、あなたが課題だと思う事があれば具
体的にお書きください。（自由回答）

質問５ その他ご意見がありましたらお聞かせください。（自由回答）

26５－３．意見聴取資料（案） アンケート調査（案）のイメージ

（表 面） （裏 面）


